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大
変
遅
れ
ま
し
た
が
四
十
六
年
度
と
四
十
七
年

度
の
二
年
間
を
担
当
す
る
町
内
各
公
民
館
の
館
長

が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
初
館
長
会
は

さ
る
七
月
十
六
日
に
開
き
、
今
年
度
の
公
民
館
の
一

道
に
二
つ
あ
り
「
天
の
道
」

重
点
課
題
は
家
庭
の
日
の
目
の
推
進
一
本
で
ゆ
く
一

こ

と

を

決

め

ま

し

た

。

一

と

「

人

の

道

」

と

い

う

o
V
天

各
地
域
の
公
民
館
で
も
こ
れ
を
実
践
し
て
い
た
一
の
道
と
は
天
然
自
然
の
大
理
法

だ
く
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
課
題
を
見
つ
け
、
明
る
一
自
然
の
法
則
と
も
い
わ
れ
る
。

く
豊
か
な
生
商
つ
く
り
の
た
め
活
動
を
展
開
し
て
一
人
の
道
は
人
聞
の
歴
史
が
つ
く

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
り
あ
げ
た
風
俗
、
習
慣
、
道
徳

新
館
長
は
写
真
の
方
々
で
す
一
制
度
、
法
令
な
ど
多
種
多
用
の

一

5
・
り
一
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
つ
づ
ま

3
ほ

ん

」

龍

三

一

一

昭

和

電

一

る

と

こ

ろ

は

人

類

の

幸

福

、

秩

織
機
郡
三
J

長

崎

一

昨

日

〈

h
¥

工
と
昭
一
序
の
維
持
の
た
め
に
す
べ
て
の

機

騒

麟

諒

一

信

人

~

一

和

サ

ボ

一

人

が

ふ

み

は

ず

し

て

は

な

ら

な

轍

繍

に

理

一

需

物

客

ア

と

町

一

ど

つ

の

壁

と

考

え

る

こ

と

が

い

匂

;

能

J
け
か
ら
の
三
者
一
で
き
る

o
V喜
多
郡
の
方
号
一
定

一
期
間
命
じ
と
い
…
で
臨
海
一

一

層

配

摂

一

「

ラ

ツ

vv
も
な
い
」
と
い
う
の

4
H
G
V

一

号

工

業

用

一

》

一

一

が

あ

る

。

埼

(

ラ

チ

)

も

な

い

お
ぐ
が
み
ケ
壬
さ
一
地
の
譲
り
渡
し
に
つ
い
一
ー

潤
織
鱗
穆
船
二
一
て
事
前
協
議
お
こ
な
う
一
が
な
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

騒

磯

制

限

一

5
m
l
μ

長
浜
町
民
生
委
一
言
(
ラ
チ
)
と
は
柵
(
さ
く
)

Luvw
沖
三
員
の
一
行
三
十
人
、
長
一
因
い
の
壁
、
へ
イ
の
意
味
で
あ

系
統
可
、
一
野
県
の
昭
電
大
町
工
場
一
る
。
埼
が
あ
か
ぬ
、
と
は
そ
の

一

を

視

察

一

因

い

が

聞

か

な

い

で

ま

ご

ま

ご

J
¥
(一一JM〆
ん
一
5
・
引
開
発
公
社
役
員
会
ひ
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

麟
鰍
離
駅
長
吉
一
ら
き
、
四
十
五
年
度
収
一
い
ろ
o
V
交
通
安
全
の
ガ
l
ド

糟
鰍
麟
騨
麟
館
勝
一
支
決
算
や
実
施
事
業
に
一
/

勝
除
麟
灘
醐
職
A
H

一

一

レ

ー

ル

は

ま

さ

に

漢

字

で

書

け

麟
鱒
噂
A
M明
間

一

つ

い

て

審

議

検

討

一

-f

JJ一
一
一
一
一
ザ
筑
間
子

U

昭
和
電
工
と
町
の
二
一
露
で
あ
る
ラ
。
そ
の
埼
(
ラ

ぐ

一

者

で

臨

海

工

業

用

地

譲

一

ッ

と

も

な

く

な

れ

ば

危

険

こ

害

3
盤
国
宮
島
幸

1
B自
i
事
官
自
官
官
官

z
f
t

一
渡
に
つ
い
て
事
前
協
議
一
の
う
え
も
な
く
、
秩
序
も
何
も

最

高

額

八

万

円

に

日

ぬ

れ

れ

計

一

一

一

日

7~目

下

立

て

工

事

一

れ

い

unuハいは

国
保
税
条
例
一
部
改
正
す
る
患
者
」
の
方
も
無
料
と
す
一
の
た
め
八
千
馬
力
新
鋭
一
な
い
こ
と
を
し
た
り
考
え
た
り

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

こ

れ

一

渡

涼

船

入

港

一

す

る

者

が

ふ

え

て

き

た

よ

ラ

で

の
課
税
の
最
高
額
一
は
五
万
円
で
に
該
当
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
一

6

M

t
げ
青
島
電
気
導
入
一
そ
ら
恐
ろ
し
い
。
自
由
の
名
に

し
た
が
、
た
と
え
ば
年
間
五
十
①
交
通
事
故
②
事
業
現
場
で
の
一
事
業
に
と
も
な
う
ケ
l

一

一

お

い

て

そ

れ

を

正

当

化

し

よ

ラ

万
円
の
所
得
の
方
も
、
百
万
円
事
故
③
戸
外
で
の
不
慮
の
災
害
一
ブ
ル
敷
設
の
リ
ハ

l
サ

の
所
得
の
方
も
同
じ
額
だ
と
い
事
故
な
ど
に
よ
る
被
害
者
一
ル
お
こ
な

1

一
と
し
て
も
と
う
て
い
許
さ
れ
る

う
の
で
は
適
正
で
な
い
と
い
う
(
患
者
)
で
す
。
一

7
・
7

誘
致
企
業
と
地
場
産
一
べ
き
で
な
い
こ
と
を
公
然
と
や

こ
と
か
ら
、
最
高
額
の
ワ
ク
を
お
年
度
水
道
会
一
業
の
連
携
に
つ
い
て
協
一
っ
て
い
る
者
が
あ
る
o
V
人
は

八
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た

0

4

一
議
す
る
た
め
産
業
振
興
一
人
が
つ
く
っ
た
埼
を
越
え
な
い

一
方
、
低
所
得
者
に
た
い
し
計
決
算
を
認
定
一
計
画
協
議
会
ひ
ら
く
。
一
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

て
は
反
対
に
税
を
軽
減
す
る
た
総
収
入
は
二
千
六
百
九
十
八
一
開
発
公
社
役
員
会
ひ
一
時
を
作
る
の
は
天
の
道
、
天
然

め
ひ
と
り
あ
た
り
の
減
額
の
限
万
六
千
三
十
円
。
こ
れ
に
た
一
ら
き
臨
海
工
業
用
地
増
一
の
法
則
の
厳
し
い
わ
く
の
中
で

度
額
を
六
万
五
千
円
か
ら
八
万
い
し
総
支
出
は
二
千
四
百
八
十
一
成
工
事
の
進
捗
状
況
な
一
な
い
と
さ
ら
に
と
ん
だ
こ
と
に

に
改
め
ま
し
た
o

六
万
王
一
一
干
七
月
号
子
れ
と
れ
わ
れ
れ
開
発
委
一
な
る

0
2
1物
価
も
交
通

消
防
法
の
患
者
一
一
百
十
二
万
四
千
九
百
九
十
三
一
員
会
ひ
ら
き
、
昭
口
電
一
安
全
も
す
べ
て
は
、
も
う
一
度

円

の

利

益

が

あ

が

っ

た

結

果

が

一

平

一

も

無

料

出

て

い

ま

す

。

一

工

、

昭

和

サ

ボ

ア

と

調

一

天

の

道

に

立

ち

か

え

っ

て

出

発

し
か
し
、
実
質
的
に
は
各
施
一
印
す
る
覚
え
書
長
、
公
害
一
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

患
者
輸
送
車
設
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
の
た
一
防
止
協
定
お
よ
び
工
業
一
で
は
な
か
ろ
う
か

o
V
お
互
い

長
浜
町
患
者
輸
送
車
を
利
用
め
、
各
家
庭
の
水
圧
が
低
く
、
一
用
地
売
買
契
約
に
つ
い
一
に
ラ
ッ

νも
な
い
こ
と
を
や
っ

す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
、
中
学
期
待
し
た
使
用
量
の
伸
び
が
な
一
て
の
内
容
を
検
討
一
て
い
な
い
か
、
ま
ず
お
の
れ
か

生
以
下
の
こ
ど
も
さ
ん
と
、
七
く
、
給
水
収
益
も
前
年
度
よ
り
一

B
a

円

ω

覚
え
書
き
公
害
防
止
一
ら
か
え
り
み
る
こ
と
だ
。

十
才
以
上
の
老
人
に
限
り
使
用
わ
ず
か
二
一
Mm
の
伸
び
に
と
ど
ま
協
定
お
よ
び
工
業
用
地
一

料

が

無

料

で

し

た

が

、

七

月

八

っ

て

い

ま

す

。

売

貸

契

約

の

調

印

成

立

昭電とは結び直し

市

2

〕
一
で
に
譲
り
渡
す
こ
と
に
し
て

数

一

人

入

載

創

帯

減

一

い

ま

す

。

一

E

時
一
弱
転
生
記
入
世
帯
一
@
工
業
用
水
の
最
終
需
要
量
日
一
一

世
一
之
=
出
豆

i

筋

一

一

世

一

一

一

明

一

科

動

蹄

寸

氾

動

1
一
量
は
約
二
千
立
方

M
で
す
。
一
一

は

一

異

叩

車

ド

5

異
一
@
そ
の
他
は
昭
電
と
の
覚
え
書
一
一

監

組

制

出

ょ

ん

数

制

一

き

と

ほ

ぼ

同

じ

で

す

o

一
仏
官

庁一

11比
一
町
一
町
内
一
紘
一
時
一
一
四
球
昭
和
電
工
一
肌
U

1

1い

い

同

ト

一

と

の

公

害

防

止

協

定

と

ほ

ぼ

一

《

一
同
じ
で
す
が
昭
和
サ
ボ
ア
の
一
?

i
:
7
2

一
責
務
を
昭
和
電
工
に
も
持
た
一
戸
¢

公
害
時
止
基
準
さ
ら
に
強
め
る
一
日
間
当
主
幹

一
務
と
は
つ
ぎ
の
二
点
で
す
。
一
間
出

黒
田
沖
埋
立
て
地
に
は
昭
和
電
工
が
進
出
し
て
溶
業
製
品
製
一
本
法
の
改
正
に
し
た
が
い
A
一
川
昭
和
電
工
は
、
昭
和
サ
ボ
一
ぺ
(

造
と
炭
素
電
極
製
造
の
二
つ
の
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
一
型
製
造
炉
、
W
A
型
製
造
炉
一
ア
が
必
要
な
公
害
防
止
措
一
品
も

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ラ
ち
炭
素
電
極
製
造
の
事
業
は
、
そ
の
一
と
も
大
気
一
立
方
針
に
つ
き
一
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
一

P

後
昭
和
電
工
と
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ボ
ア
社
と
の
合
併
会
社
「
昭
和
一

0
・
一
ニ
匂
を

0
・
二
匂
に
引
一
ま
た
は
そ
の
措
置
が
不
充
て

J
U

サ
ボ
ア
」
が
進
出
し
て
お
こ
な
ラ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
ぎ
下
げ
さ
ら
に
厳
し
く
規
制
一
分
な
と
き
は
遅
滞
な
く
責
一
三
一
一
一

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
昭
和
電
工
と
は
き
る
四
十
五
年
十
一
一
し
ま
し
た
。
な
お
炭
素
電
極
一
任
を
も
っ
て
昭
和
サ
ボ
ア
一
川
パ

月
に
結
ん
だ
覚
え
書
き
、
公
害
防
止
協
定
の
結
び
直
し
が
、
ま
一
焼
成
炉
お
よ
び
蝦
焼
炉
の
す
一
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
さ
一
併
出

た
昭
和
サ
ボ
ア
社
と
は
覚
え
書
き
、
公
害
防
止
協
定
の
新
規
締
一
す
そ
の
他
の
粉
じ
ん
(
ば
い
一
せ
る
も
の
と
す
る
。
一
、
グ

結
の
調
印
が
昭
和
電
工
の
鈴
木
社
長
、
昭
和
サ
ボ
ア
の
柴
田
社
一
じ
ん
お
よ
び
粉
じ
ん
)
の
排
一
同
昭
和
電
工
は
「
昭
和
サ
ボ
一

J
内

長
、
白
石
愛
媛
県
知
事
、
大
野
長
浜
町
助
役
(
西
田
町
長
不
在
の
一
出
基
準
に
つ
い
て
は
覚
え
書
一
ア
が
当
該
士
場
の
建
設
お
一
合
サ

た
め
)
の
四
者
に
お
い
て
き
る
八
足
十
三
日
、
県
知
事
室
で
無
一
ぎ
同
様
本
協
定
か
ら
は
削
除
一
よ
び
操
業
に
よ
り
万
一
他
一
パ
'

事

終

わ

り

ま

し

た

。

一

し

ま

し

た

。

一

に

被

害

を

与

え

た

と

き

竺

癌

一
昭
和
サ
ボ
ア
と
の
覚
え
一
す
み
や
か
に
防
止
措
置
を

J
号

昭
和
電
工
と
の
結
び
直
し
の
一

φ
覚
え
書
き
φ

吾

童

、

公

害

防

止

協

定

一

講

ず

る

と

と

も

に

そ

の

損

一

号

中
で
の
お
も
な
改
定
事
項
お
よ
一
①
炭
素
電
極
製
造
事
業
に
か
ん
一
ー
そ
の
お
お
ま
か
な
内
容

l
一
害
賠
償
す
る
」
と
い
う
一
島

び
昭
和
サ
ボ
ア
と
の
覚
え
書
き
一
す
る
条
項
が
全
部
取
り
ま
一

φ
覚

え

書

き

@

一

条

項

に

つ

い

て

も

そ

の

責

一

E

公

害

防

止

協

定

の

内

容

は

後

に

一

れ

溶

業

製

品

製

造

に

か

ん

す

一

工

一

任

を

負

ラ

も

の

と

す

る

。

一

中

誕

述
べ
る
と
お
り
で
す
が
、
大
き
一
る
事
業
の
条
項
だ
け
に
な
り
一
容
体
的
T
内
容
は
昭
和
電
工
一

O
別
表
に
定
め
た
「
ば
い
じ
ん
一
釘

括

主

計

昨

日

一

②

長

十

溶

業

製

品

製

造

一

O
K町
一

日

一

日

一

一

一

一

再

開

商

事

明

暗

一

一

副

れ
れ
日

u
h
u
iい
昨
日
リ
一
日
一
時
一
一
村
山

1
ほ
し
け
い
七
一
一
廿
山
刊
行
事
を
建
設
し
操
業
し
一
半
日
小
山
ド
諜

3
F紅
一
一

一

一

一

結

し

た

昭

和

電

工

と

の

基

準

一

一

と

で

す

。

一

炭

素

電

極

製

造

工

場

分

だ

っ

一

O
工
業
用
地
は
約
七
万
九
千
平
一
は
い
ず
れ
も

O
g
三
グ
ラ
で
し
一
一

昭
和
電
工
と
の
覚
え
書
一
た
七
万
九
千
平
方

M
は
昭
和
一
方

M
で

、

四

十

六

年

十

月

ま

一

た

)

て

一
サ
ボ
ア
分
に
な
り
ま
し
た
。
一

き
、
公
害
防
止
協
定
一
③
工
業
用
水
も
溶
業
製
品
製
造
一

aEi?回一

pee--iiai様

F
i
j
i
f
i
f革命

ー
お
も
な
改
定
事
項
¥
一
事
業
分
の
必
要
量
だ
け
と
な
一

i
l
l
l
u
H

百
二
十
五
万
円
、
町
長
の
外
国
つ
ぎ
の
通
り
変
更
さ
れ
ま
し
た

一
九
最
終
需
要
量
日
量
は
約
一
副
部
州
立
恥
川
公
害
衛
生
関
係
視
察
旅
費
八
十
〔
取
り
や
め
)

一
四
千
立
方

M
と
な
り
ま
し
た
一
川
吾
戸
川
川
d
宮
川
川
万
円
、
町
内
小
波
町
の
道
路
舗
①
長
浜
の
山
際
線
道
路
と
白
滝

一
残
り
二
千
立
方
が
が
昭
和
サ
一
川
川
仙
川
川

1

装
に
と
も
な
う
下
水
道
工
事
費
の
回
尚
二
号
線
道
路
の
改
良
事

ボ
ア
の
必
要
水
量
と
な
り
ま
一
長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
四
十
万
円
、
櫛
生
の
竿
付
と
沖
業

社
一
す
。
一
が
七
月
八
日
開
か
れ
提
出
さ
も
浦
拝
片
山
海
水
詫
場
の
取
付
道
路
〔
新
し
く
お
こ
な
う
こ
と
に
決

電
一
④
溶
業
製
品
の
う
ち
C
系
製
品
一
た
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
刷
工
事
費
に
二
十
一
刀
円
ー
な
ど
。
ま
っ
た
事
業
〕

柵
一
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
り
可
決
さ
れ
ま
し
=
。
こ
の
補
正
て
今
年
度
一
般
①
戒
川
の
大
平
石
神
峠
線
道
路

林
一
は
内
容
が
不
明
確
な
の
で
、
↑

7

会
計
予
算
の
総
額
は
九
意
四
干
の
改
良
②
豊
茂
小
学
校
プ
ー
ル

一

一

可

決

さ

れ

た

こ

と

の

ラ

ち

、

f

む
一
定
め
て
い
た
製
造
能
力
、
着
一
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
八
百
八
十
四
万
三
千
円
と
な
り
建
設
③
戒
川
小
学
校
プ
ー
ル
建

時

一

工

年

月

お

よ

び

完

成

年

月

、

一

で

す

。

ま

し

た

。

設

問
一
耕
一
一
均
一
一
日

μ時
一

果

樹

閤

作

業

道

豊

茂

、

戒

川

小

障

害

者

や

未

成

年

同
一
川
崎
町
一
一
い
れ

M
M日
広

め

る

一

一

取

付

費

な

ど

に

プ

ー

ル

建

設

を

者

の

方

一

は

窃

万

円

均
一
諮
問
団

F
L
六

百

六

十

万

円

盛

り

込

む

同

村

h
p

耀
一
「
す
す
そ
の
他
の
粉
じ
ん
」
一
一
般
会
計
補
正
予
算
一
過
疎
地
域
五
か
年
一
こ
れ
ま
で
身
体
障
害
者
、
未

由
一
と
あ
る
を
公
害
対
策
基
本
法
一
正
確
に
は
六
百
六
十
万
五
千
一
計
画
一
部
変
更
一
成
年
者
、
六
十
五
才
以
上
の
方

成
一
な
ど
に
基
づ
き
「
ば
い
じ
ん
一
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
五
年
度
か
ら
新
規
の
法
寡
婦
、
勤
労
学
生
と
い
っ
た
方

開
お
よ
び
粉
じ
ん
」
と
改
め
、
一
使
わ
れ
る
も
の
の
お
も
な
内
律
制
定
に
よ
っ
て
過
疎
地
域
に
は
、
年
間
所
得
が
三
十
二
万
円

酌
一
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
一
訳
リ
果
樹
園
内
作
業
道
新
設
費
指
定
さ
れ
た
市
町
村
は
、
「
援
興
ま
で
の
場
合
非
課
税
で
し
た
が

改
一
②
別
表
一
に
示
し
て
い
た
「
す
一
(
場
所
未
定
)
お
よ
び
豊
茂
と
五
か
年
計
画
」
を
策
定
し
な
け
四
十
六
年
四
月
一
日
に
さ
か
の

す
そ
の
他
の
粉
じ
ん
(
ば
い
一
出
海
の
果
樹
関
濯
水
施
設
費
に
れ
ば
な
ら
ず
長
浜
町
も
そ
の
一
ぼ
り
こ
の
額
が
三
万
円
引
ま
上

一
じ
ん
お
よ
び
粉
じ
ん
)
」
の
一
三
百
十
万
九
千
円
、
柴
の
柿
早
町
と
し
て
計
画
を
た
て
て
い
ま
げ
ら
れ
、
三
十
五
万
ま
で
は
非

一
排
出
基
準
は
、
公
害
対
策
基
一
と
加
世
の
排
水
路
改
修
工
事
費
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
課
税
と
な
り
ま
し
た
。

戒川公民館長
松図書量則さん

発行所

長浜町役場

愛媛県喜多郡

印刷所愛媛協同印刷臨

豊茂公民館長
小西蔓己さん

柴公民館長
松田宏、重さん

白滝公民館長
西岡通福さん

公
民
館
長
決
ま
る

重
点

t

課
題

h

『
家
庭
の
日
』
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の

制

帥

許

信

rト
一
一
司
一
一
一
時
間
性
崎
山
崎
刊
一
け
れ
ド
同
刊
誌
叫
ゆ
こ
一

L
開

討

町

長

一

t
M
一

叫

匂

町

持

川

r
M印
刷

地

一

れ

民

間

γ
い
つ
ま
で
も
美

い
る
肱
川
が
最
近
、
ゴ
ミ
や
廃
一
も
の
で
役
員
も
決
ま
り
会
長
に
一
一
、
河
川
区
域
に
ゴ
ミ
な
ど
を
一
ど
に
し
て
、
み
ん
な
が
自
由
一
て
も
肱
川
は
私
た
ち
の
生
活
に
一
し
く
保
っ
て
ゆ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

液
な
ど
の
不
法
投
棄
に
よ
っ
て
一
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
の
河
一
捨
て
て
い
る
と
こ
ろ
の
実
態
一
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
一
す
ば
ら
し
い
潤
い
を
写
え
て
く
一

汚
濁
し
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
一
川
部
長
、
副
会
長
に
大
洲
市
長
一
調
査
お
よ
び
汚
濁
発
生
源
の
一
ゆ
く
。
一

提
防
、
川
岸
な
ど
の
汚
れ
や
い
一
と
郡
町
村
会
長
(
現
在
は
当
町
一
実
態
調
査
を
お
こ
な
う
日
い
一
四
国
一
の
水
量
、
春
に
は
新
一

た
長
が
ひ
ど
く
な
る
な
ど
美
し
一
の
西
田
町
長
)
を
選
ん
だ
ほ
か
、
一
ず
れ
も
八
月
十
日
に
関
係
機
一
緑
を
写
し
、
あ
お
の
り
ゃ
あ
さ
一

L

か
っ
た
肱
川
に
赤
信
号
が
出
は
一
委
員
や
幹
事
も
決
ま
り
ま
し
一
関
が
合
同
で
お
こ
な
い
ま
し
子
守
、
夏
に
は
深
緑
と
青
い
一
「
勤
労
青
少
年
生
活
意
識
調
査
」

じ

め

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

こ

れ

一

た

。

一

た

。

一

空

を

い

っ

ぱ

い

に

吸

い

込

み

、

一

日
計
百
時
四
一
民
一
一
一
九
玲
明
日
時
十
印
刷
比
一
一
一
ド
明
日
時
前
日
一
一
一
色
沼
町
川
一
一

J
J
Uり
M
U
一

結

果

を

ど

う

ぞ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
肱
川
を
一
を
お
こ
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
が
、
一
お
願
い
し
、
川
祭
り
や
水
泳
一

多

く

の

人

々

が

親

し

む

い

こ

い

一

長

浜

町

で

は

そ

の

仕

事

を

衛

生

一

な

ど

河

川

利

用

時

期

に

は

一

一

一

長

浜

町

教

育

委

員

会

で

は

、

一

一

の
場
に
育
て
て
ゆ
こ
う
と
、
さ
一
課
が
担
当
し
ま
す
。
一
斉
大
そ
う
じ
を
お
こ
な
う
ほ
一
葺
事

1
i
「
一
町
内
に
勤
め
働
い
て
い
る
満
十
一
大
型
開
発
に
た
い
す
る
関
心
一

る
七
月
十
六
日
、
肱
川
環
境
整
一
し
か
し
、
美
し
い
肱
川
づ
く
一
か
、
冬
期
に
は
堤
防
な
ど
の
一

j

i

l

F

一
五
才
か
ら
二
干
才
ま
で
の
方
を
一

T
イ
i

l

l

-

-

-

一一

備
連
絡
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
一
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
私
一
雑
草
の
焼
却
を
お
こ
な
う
予
一
な
河
川
敷
地
よ
瓦
語
、
さ
る
七
月
一
日
「
勤
一
一
子
一

J
M
m
M

労
労
三

た

。

一

た

ち

住

民

ひ

と

り

ひ

と

り

が

そ

一

定

。

ま

た

、

愛

護

班

未

組

織

一

ユ

ナ

ノ

子

青

少

年

生

活

意

識

調

査

」

を

二

時

ω一
江

口

江

川

一

一

こ
の
会
に
は
私
た
ち
長
浜
町
一
の
白
的
と
心
が
け
を
も
た
な
い
一
の
地
区
を
組
織
化
し
て
ゆ
く
一

ι

(

J

一
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
二
紙
切
一
2
!
日

t

t

，一一

は
も
ち
ろ
ん
、
喜
多
郡
内
各
町
一
か
ま
り
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
一
一
二
、
河
川
美
化
運
動
を
強
化
す
一
と
う
河
川
)
一
一
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
二
既
一
一
一

村
は
じ
め
大
洲
市
、
そ
れ
に
河
↑
す
な
わ
ち
住
民
み
ん
な
の
力
一
る

1
毎
年
四
月
と
七
月
の
運
一

L
ぃ

f

一
一
の
で
、
今
月
号
か
ら
お
も
な
も
二
引
J
I
l
-
-
l
i
l
-
-
-二

川
管
理
の
母
体
で
あ
る
建
設
省
一
が
必
要
で
す
o

一

動

月

間

を

中

心

に

、

い

ろ

い

ん

け

と

一

の

を

一

つ

ず

つ

紹

介

し

て

ゆ

き

二

笠

閥

抗

一

Zum一
二

四
園
地
方
建
設
局
大
洲
工
事
一
本
会
結
成
後
七
月
二
十
七
日
一
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
P
R
し
一
刊
こ

7
1也

「

一

ま

し

ょ

う

。

二

胸

間

一

弘

よ

;

一

二

門

退

職

〕

堀

口

英

子

(

水

道

開

務
所
、
大
洲
お
よ
び
内
子
警
察
一
に
は
幹
事
会
を
聞
き
、
さ
っ
そ
一
て
ゆ
く
o

一

日

と

J
!
勇
1
1
7
一

一

今

月

は

長

浜

町

の

大

型

開

一

一

昨

企

一

一

一

署
、
大
洲
土
木
事
務
所
、
松
山
一
く
今
年
度
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
一
四
、
河
川
敷
地
の
適
正
な
利
用
一
九
一
発
に
た
い
す
る
関
心
ー
ー
に
つ
、
一
一
切
[

l

一

一

一

課

、

六

月

三

十

日

に

て

平

田

一

一

一

一

l

f

可
l
寸
I
l
i
l
i
l
i
-
-二
か
つ
子
(
老
人
ホ

l
ム
、
七
月
-

-Iz--一

九

一

任

げ

川

月

一

パ

リ

l
J日
山
一
日
同
日
比
げ
い
し
げ
は
る
リ
河
川
高
一
川
崎
一
バ

'
a
e
t
i
-
-
-
Z
E
-
-
一

い

日

。

二

E
2
2
Z二
一

一

一

十

五

に

)

一

l
-
-
J
E
-
-一
=

=

二

の

汐

一

8

7

8

?

3

5

二
〔
新
採
用
〕
兵
多
や
す
子
{

九
一

r
F一
町
一
心
配

U
肝
心
町
一
肝
一

u
u
h
h
u一一一一
.
U川
町
一
七
一
戸
ド
れ
い
い
.
〉
し
た
」
棋
の
望
み
も
町
五
、
に
よ
っ
て
色
々
と
考
え
ら
れ
て
昨
年
同
期
よ
バ
僅
か
な
が
ら
一
耕
位

1

5

二
(
水
道
課
に
)
、
平
田
か
つ
子
一

7

い
い
る
。
い
わ
く
、
自
動
車
の
製
(
二
十
二
名
)
減
少
の
傾
向
に
あ
一
一
一
一
一
(
老
人
ホ

l
ム
に
。
嘱
託
と
し
一

竜
)
J
六
日
(
日
)
午
後
八
時
三

O
分
ご
ろ
、
大
洲
市
新
谷
町
新
大
橋
横
の
国
道
山
先
程
ま
で
躍
動
し
て
い
た
生
千

u

l

一

一

一

一

一

一

興

員

・

-

造

販

士

ア

を

規

併

せ

よ

、

ア

ク

セ

る

の

は

よ

ろ

こ

ば

し

い

、

と

語

二

子

一

一

一

て

)

、

山

口

文

章

(

住

民

課

に

)

戸

ι
E教
川
五
十
六
号
線
の
横
断
歩
道
上
を
、
橋
側
か
ら
国
鉄
新
谷
駅
へ
向
っ
て
徒
歩

J
V

の
鼓
動
も
消
え
、
無
始
よ
り
こ
ル
を
い
く
ら
踏
ん
で
も
蹴
っ
て
る
解
説
者
の
声
も
何
と
な
く
力
一
一
男
必
勝
悩
必
勝
梢
物
二
村
上
レ
イ
子
(
総
務
課
に
)
一

点
目
日
間
出
臨
時
忠
告
批
出
社
官
民
信
長
野
専
?
1
2
盟副うご一

5
2
b一

昨
日
が
翌
十
七
日
午
前
零
時
五

O
分
な
く
な
り
ま
し
~
消
え
残
る
ほ
の
か
な
温
か
み

LUG-五品
目

対

日

NNE-JγlO下

車

の

矢

目

桜

花

。

一

一

パ

汁

江

川

。

ぷ

μ
山

口

れ

川

口

雨

時

比

削

制

的

措

討

γ
ー

は

日

竹

内

吋

わ

れ

れ

m
U
M
M
U
一
一
一
一
乙
る
二
(
一
二
十
四
才
)
、
矢
野
正
興
さ
一

白

川

佐

川

県

恥

刊

誌

招

提

出

口

町

民

昨

日

目

前

日

一

日

汁

h
u町

立

一

一

郎

忠

一

一

主

計

仁

肘

王

町

一

期
待
に
添
う
べ
く
、
や
さ
し
い
い
入
る
歌
数
首
o

挙

に

絶

滅

し

て

ゼ

ロ

と

し

て

し

っ

て

来

る

の

は

何

時

の

こ

と

で

二

一

恨

や

ベ

二

。

古

一

月

四

L
1
1一
河
川
一

母

方

の

祖

父

母

の

慈

愛

に

ひ

た

夜

お

そ

く

ま

う

よ

う

な

特

効

薬

は

見

当

ら

あ

ろ

う

か

o

結

局

、

す

べ

て

の

一

一

一

丸

仙

判

二

の

白

木

二

百

本

(

時

価

三

万

一

り

な

が

ら

、

同

時

に

、

練

達

の

っ

と

め

先

よ

り

か

へ

り

来

て

な

い

で

あ

ろ

う

し

、

た

と

え

そ

も

の

を

押

し

包

ん

で

流

れ

去

っ

二

一

ら

し

ば

い

二

百

祖
父
よ
り
直
心
影
流
の
剣
道
の
今
死
に
し
て
ふ
止
を
払
け
る
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
種
々
の
て
行
く
時
の
経
過
に
従
っ
て
、
二
一
吋
紗
帆
刈
二
町
昌
一
一
品
一
時
仁
一
一
一

場

指

南

を

受

け

に

通

っ

て

い

た

我

か

な

社

会

的

制

約

か

ら

そ

の

実

施

は

お

の

づ

か

ら

発

せ

ら

れ

る

大

自

一

一

↑

た

て

な

方

い

二

分

、

寄

付

し

植

樹

-

一

現

が

子

o
U
H民
即
日
川
酔
そ
の
ま
か
な
し
く
も
主
夫
上
大
変
困
難
で
あ
ろ
う
。
然
の
治
療
効
果
を
期
待
す
る
外
一
一
一
齢

M

M

b

比

也

二

0
香
川
県
丸
亀
市
の
株
式
会
社
一

た

し

ろ

が

ね

こ

が

ね

た

ま

恥

明

く

る

ま

で

は

残

り

ゐ

λ

し
か
し
、
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
は
な
い
の
で
あ
ろ
ラ
。
一
一
一
発
害
害
ら
か
川
町
二
ユ
パ
ッ
ク
四
国
営
業
所
か
ら
一

れ

L

に

「

銀

も

金

も

玉

も

な

に

せ

こ

ば

我

々

が

手

を

こ

ま

ぬ

き

口

を

っ

と

も

あ

れ

人

生

最

大

の

王

子

一

一

一

町

公

公

や

わ

そ

こ

ユ

ノ

ッ

ク

ス

一

台

(

三

百

一

ら
む
に
ま
さ
れ
仇
暑
に
机
か
め
息
き
れ
し
児
の
肌
の
ぬ
く
も
ぐ
ん
で
い
た
の
で
は
事
態
は
ま
と
い
わ
れ
る
試
練
に
耐
え
る
こ
一
一
一
一
①
②
③
④
③
⑥
二
六
十
リ
ッ
ト
ル
入
り
)
を
と

り
す
/
¥
悪
化
す
る
ば
か
り
で
あ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
の
痛
さ
を
二
「
卜
i
l
l
i
l
i
-
-
t
一

一

向

日

日

計

弓

」

町

底

知

れ

ぬ

在

」

九

日

通

戦

争

な

ど

と

い

う

無

ム

詰

釘

目

立

櫛

生

分

団

長

勝

一

L
E
H択
さ

ん

一

日

一

民

三

時

間

昨

日

配

の

ひ

た

ひ

に

設

住

抑

止

A
u
r
Hし

司

法

吉

川

リ

ド

ト

消

防

]

夏

季

訓

練

競

技

一

h
J
附

日

一

J
U一

:

る

は

無

し

」

と

あ

る

と

い

ラ

が

ま

た

も

手

を

や

る

も

事

故

防

止

に

効

果

あ

り

と

恩

・

0.
。
・
・
一

j
月
イ
」
ノ
目
、
長
中
ク
ラ
シ
一
藤
岡
ハ
ル
ヱ
さ
ん
(
五
十
四
一

戸
ま
こ
と
古
今
東
西
に
わ
た
っ
て
人
間
の
そ
の
最
大
の
か
な
し
わ
れ
る
方
法
は
す
べ
て
試
み

ι
ゅ
の
生
命
の
も
ろ
さ
、
は
か
な
一
ド
に
消
防
団
員
約
百
三
十
人
が
一
才
)
目
・
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
一

正
子
に
注
が
れ
る
親
の
愛
ぐ
ら
い
み
が
が
ら
、
主
張
す
べ
き
を
正
し
く
さ
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
尊
と
さ
一
出
動
し
て
夏
季
訓
練
が
お
こ
な
一
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一

い
も
の
が
あ
ろ
う
ミ
O

こ
れ
か
と

1

主
張
し
て
世
論
を
喚
起
し
、
更
を
深
く
さ
と
り
、
す
べ
て
の
生
一
わ
れ
ま
し
た
。
一
。
豊
茂
の
神
一
泊
陸
馬
さ
ん
(
五
一

交
通
事
故
の
怖
ろ
し
さ
ア
ふ
っ
と
目
を
ば
つ
ぶ
れ
る
o

に
有
効
な
対
策
を
研
究
実
施
す
命
に
幸
あ
れ
か
し
と
願
い
つ
L

一
こ
の
中
で
今
年
度
か
ら
お
こ
一
計
齢
)
へ
金
一
封
を
豊
茂
一

統
計
の
一
不
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
o

生

命

て

行

く

こ

と

が

で

き

れ

ば

一

な

う

こ

と

に

な

っ

た

各

分

団

対

一

一

叫

一

軒

じ

れ

ば

副

長

許

証

時

ι良

市

日

目

立

片

付

ド

ト

片

山

一

九

州

d
d一
4
v
u
u
u一
。
立
か
す
同
枯
れ
れ
七
一

一
ん
(
四
十
五
才
)
、
斉
藤
嘉
一

く
ろ
と
化
す
と
こ
ろ
に
極
わ
ま
七
月
末
現
在
で
八
、
九
四
七
名
に
度
と
再
び
返
っ
て
く
る
こ
と
は
手
向
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
れ
、
結
果
、
両
方
と
も
櫛
生
分
一
一

と
思
う

o
変
り
果
て
た
愛
児
白
ぼ
る
と
い
ラ

o
そ
し
て
前
々
無
い

o
煩

悩

具

足

の

お

ろ

か

な

合

掌

一

団

が

優

勝

、

喜

多

灘

分

団

が

準

一

太

郎

さ

ん

(

円

十

才

)

・

そ

一

の
姿
を
前
に
、
地
に
伏
し
て
天
か
ら
こ
の
よ
う
な
犠
牲
者
を
何
一
人
の
父
親
の
耳
に
は
、
八
月
昭
和
凶
十
六
畳
八
月
一
優
勝
し
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
一
一
つ
つ
一
出
品
計
日
刊
げ
J

立

に
祈
っ
た
甲
斐
も
な
く
、
何
と
と
か
減
少
さ
せ
ん
も
の
と
、
そ
五
日
現
在
で
愛
媛
県
下
の
交
通
新
盆
を
迎
え
る
日
一
つ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
一
十
二
才
)
現
金
五
千
円
を

か
命
だ
け
は
と
現
代
医
学
に
託
の
対
策
も
又
、
各
方
面
の
識
者
事
故
に
よ
る
死
者
一
一

O
人

、

父

矢

野

正

興

一

一

そ

れ

ぞ

れ

櫛

生

公

民

館

へ

(2) 

瀦

閉

山

城

q
gい
V
Z
い
の
場
8

鰐

(175号)

「
肱
川
環
境
整
備
連
絡
協
議
会
」

が
誕
生

込4Eま

肱川は私たちの町のシンボル，私た

ちのいこいの場に育てあげましょう

カマ霊宅ま事罷

キ
、
キ

l
ッ
グ
と
い
う
急
ブ

レ
ー
キ
の
不
吉
な
音
。
「
キ
ヤ

l
ッ
H
H
L

「ア
1
ッ
口
げ
に
と
周

囲
か
ら
あ
が
る
悲
鳴
に
は
っ
と

振
り
返
る
と
、
焼
け
つ
い
た
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
上
に
今
急
停
車
し

て
小
さ
く
震
動
し
て
い
る
自
動

車
の
芋
虫
の
よ
う
に
太
い
タ
イ

ヤ
の
か
げ
に
、
帽
子
を
飛
ば
し

持
ち
物
を
散
ら
し
て
投
げ
出
さ

れ
、
一
一
瞬
の
出
黙
の
後
に
ワ
ッ

と
泣
ぎ
だ
す
子
供
。
色
を
失
い

声
を
ふ
る
わ
せ
て
そ
の
子
の
名

を
呼
び
な
が
ら
馳
け
よ
る
母
親

あ
わ
て
ふ
た
め
き
、
も
ど
か
し

げ
に
車
の
ド
ア
ー
を
押
し
開
い

て
飛
び
出
す
運
転
手
の
真
っ
青

な
顔
。
降
り
そ
i
ぐ
通
行
人
の

非
難
と
恐
り
の
ま
な
ざ
し
と
心

配
そ
う
な
さ
i
や
き
の
声
。
先

日
松
山
で
見
か
け
た
情
景
で
あ

る。
ぁ
i

ま
た
も
交
通
事
故
。
こ

の
一
一
瞬
の
出
来
事
の
後
に
続
く

も
の
は
ほ
ぼ
決
っ
て
い
る
。
い

た
ま
し
い
被
害
者
の
長
い
苦
痛

の
日
々
と
後
遺
症
、
肉
親
を
は

じ
め
数
多
く
の
関
係
者
の
物
心

，ぷ品、8月20日昭和46年 (1971年)

両
面
よ
り
の
長
期
に
わ
た
る
苦

悩
と
心
痛
の
日
々
。
あ
る
い
は

一
生
涯
続
く
で
あ
ろ
う
加
害
者

の
自
責
の
念
と
心
の
傷
跡
。
莫

大
な
財
貨
の
つ
い
え
と
法
律
的

社
会
的
な
諸
問
題
。
通
り
が
か

り
の
私
達
の
胸
に
も
、
こ
れ
か

ら
起
る
で
あ
ろ
ラ
さ
ま
》
「
¥
な

か
っ
と
う

葛
藤
を
含
ん
だ
人
間
関
係
の
種

々
相
が
去
来
す
る
。

他
人
事
で
は
な
い
、
私
自
身

も
身
近
か
な
交
通
事
故
の
犠
牲

者
と
し
て
パ
ッ
ク
リ
ノ
と
聞
い
た

深
く
な
ま
/
¥
‘
し
い
傷
口
を
心

に
持
っ
た
一
人
で
あ
る
。
思
い

出
す
度
び
に
ギ
け
ノ
/
¥
h
と
全
身

が
締
め
つ
け
ら
れ
て
ウ
ッ
と
息

が
つ
ま
り
、
同
時
に
思
わ
ず
目

が
ラ
る
む
痛
切
な
事
故
の
思
い

出
。
あ
れ
は
五
月
十
六
日
の
夜

八
時
半
頃
の
出
来
事
で
あ
っ
た

最
愛
の
二
男
正
悟
が
年
歯
僅

か
に
九
才
一

0
ヶ
月
で
輪
禍
に

泊
え
て
以
来
、
我
が
家
の
中
か

ら
本
当
の
笑
い
が
消
え
て
し
ま

っ
て
早
や
一
二
ヶ
月
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
幼
な
く
未
熟
な
り

と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
に
将
米

へ
の

F

可
能
性
に
溢
れ
、
成
長
期

を
迎
え
て
永
ず
/
¥
し
く
是
か

な
生
命
力
に
満
ち
て
、
親
の
欲

H
か
ま
こ
と
に
利
発
で
愛
ら
し

く
頼
も
し
か
っ
た
我
が
子
。

御
先
ー
仰
様
の
良
き
資
質
を
受

け
て
文
武
両
道
に
す
ぐ
れ
た
立

派
な
人
間
と
な
り
、
世
の
た
め

個人の事業税は

8月 31日までに
今年度の個人事業税(第 1期分)の納期がきました。

納期限は 8月31日です。
/伊予銀行、
l愛媛相互銀行lで納付してく

期限内にもよりの¥::MX.'J:'~~'~ I 
l郵便局jださい。
、 県 事 務 所
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や路
e や建

橋設
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Mと
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やう
漁と
港説
、し

下も
水道

~;;主合雪な撃罷A 8月20日昭和46年 (1971年)(3) 

[亙戸泉竺す]

ま
せ
ん
。

さ
て
、
災
害
復
旧
の
場
合
で

す
が
、
こ
れ
も
手
続
き
な
ど
の

基
本
的
な
も
の
は
同
じ
で
、
災

害
が
発
生
し
て
そ
れ
を
復
旧
す

る
た
め
に
は
、
お
お
よ
そ
っ

F

の
よ
ラ
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

曹

v
災
害
発
生
現
地
調
査
!

園
や
県
か
ら
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
の
気
象
調
査

i

こ
の
災
害
が
建
設
省
か
農
林
省

か
、
あ
る
い
ほ
県
の
管
轄
の
も

の
か
を
判
断
し
五
日
以
内
に
復

旧
費
を
算
定
し
て
閤
へ
報
告

国
で
は
こ
れ
ら
が
適
正
で
あ
る

か
必
要
で
あ
る
か
を
現
地
で
審

査
l
復
旧
書
が
決
定
す
れ
ば
そ

の
事
業
が
四
年
間
で
完
了
で
き

る
よ
う
(
法
に
よ
り
災
害
復
旧

事
業
は
す
べ
て
四
年
以
内
に
完

了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
国

の
予
算
の
割
当
て
を
待
つ

l
割

当
て
額
が
決
ま
れ
ば
そ
の
つ
ど

現
地
を
再
測
量
し
て
実
施
計
図

書
を
つ
く
り
、
国
ま
た
は
県
の

承
認
を
得
る
|
事
業
実
施
|
工

事
中
設
計
者
や
監
督
者
は
現
場

を
適
正
に
指
導
1

国
や
県
の
中

間
検
査
を
受
け
る
完
了
す
れ

ば
完
了
検
査
を
受
け
る
検
査

が
合
格
す
れ
ば
国
や
県
へ
補
助

金
を
請
求
l
請
負
金
の
支
払
い

tt 

む
歌
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
も

の
で
あ
る
。

も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
れ
ば

|
江
戸
時
代
初
期
の
歌
謡
の
一

つ
で
長
い
三
味
線
歌
曲
。
そ
の

種
類
に
は
劇
に
と
も
な
う
も
の

舞
踊
に
と
も
な
う
も
の
、
舞
台

を
は
な
れ
た
素
踊
唄
物
の
三
種

が
あ
る
と
あ
る
。

あ
け
ぼ
の
会
は
そ
の
長
唄
の

プ
ロ
と
も
い
え
る
ワ
デ
ノ
ド
ま

え
の
桧
末
ヨ

ν
エ
さ
ん
(
二
十

七
区
・
六
十
才
)
を
中
心
に
四

十
二
年
四
月
誕
生
、
こ
と
し
で

四
年
に
な
る
。
会
員
は
現
在
十

七
人
、
中
年
の
ご
婦
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
が
、
二
十
代
の
ご
婦
人

も
二
、
一
一
一
人
。

指
導
は
も
ち
ろ
ん
松
末
さ
ん

で
、
一
二
日
お
ぎ
ぐ
ら
い
に
四
、

五
人
ず
つ
が
松
末
さ
ん
宅
に
集

ま
る
。
集
ま
る
時
刻
も
よ
く
考

え
て
あ
り
、
一
家
の
主
婦
の
っ

と
め
が
終
っ
た
夜
九
時
か
ら
と

な
っ
て
い
る
か
ら
落
ち
つ
い
て

や
れ
る
。

練
習
日
の
夜
九
時
は
と
て
も

楽
し
み
で
落
ち
つ
か
な
い
と
い

。

》ハノ

ー
会
計
検
査
院
の
決
算
検
査

l

完
了
A

お
お
ま
か
に
い
っ
て
も
ざ
っ

と
以
上
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
し
か
も
事
務
と
技
術
の

入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
仕
事
が

大
半
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
ラ

に
国
や
県
の
基
準
が
あ
る
た
め

時
に
は
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に

添
え
な
い
こ
と
も
事
実
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

点
は
特
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
こ
と

で
す
。こ

の
よ
う
に
一
つ
の
復
旧
事

業
を
お
こ
な
う
に
し
て
も
特
に

私
た
ち
の
課
で
は
、
事
務
と
技

術
と
現
場
と
い
う
三
面
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
山

車
が
う
ま
く
か
み
合
っ
た
仕
事

を
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
o

申
す
ま
で
も
な
く
建
設
課
の

仕
事
は
物
を
つ
く
る
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
や
橋
な

ど
、
そ
の
「
維
持
管
理
」
も
重

要
な
仕
事
で
す
。
し
か
し
た
と

え
ば
道
路
一
つ
を
取
っ
て
今
て

も
、
こ
れ
を
徹
底
し
て
お
こ
な

う
と
す
れ
ば
相
当
の
人
員
や
日

数
が
必
要
と
な
っ
て
ま
ま
す
。

Cft' 

d益岡
宮~

「
若
者
た
ち
が
ギ
タ
ー
を
ひ

い
て
歌
を
口
ず
さ
む
よ
ろ
な
あ

こ
の
た
め
長
浜
町
で
は
実
施
で

き
な
い
状
態
で
す
。

も
し
、
み
な
さ
ん
の
方
で
異
一

状
を
発
見
し
た
り
お
気
づ
き
の
一

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
一

数
で
す
が
ど
ろ
ぞ
建
設
課
の
方
一

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
一

う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
し
だ
一

い
で
す
。
で
ぎ
る
限
り
の
努
力
一

を
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。
一

建
設
課
の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
一

複
雑
で
、
こ
こ
で
説
明
し
ゅ
寸
れ
一
お
見
合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
「
趣
味
」
と
い
う
こ
と
ば
を
聞

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

ζ

で

一

が

い

た

か

の

よ

ラ

な

状

態

だ

と

思

す
か
ら
専
門
的
に
は
後
日
機
会
一
「
あ
な
た
の
趣
味
は
な
ん
で
う
の
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

円

山

一

同

日

眠

時

…

村

守

も

紹

一

す

か

?

」

趣

味

ら

し

き

趣

味

を

も

た

な

い

な
お
参
考
で
す
が
¥
ブ
ル
ド
一
と
尋
ね
ら
れ
た
り
尋
ね
た
り
人
と
い
ャ
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

l
ず
ー
に
よ
る
町
内
の
道
つ
く
一
し
た
経
験
は
数
多
い
こ
と
で
し
ラ
か
。

り
は
年
間
約
一
万

M
ず

つ

の

完

一

ょ

ラ

。

「

趣

味

は

な

ん

で

す

か

?

」

成
刊
は

M
U
Y
け
レ
は
よ
く
勘
一
と
こ
ろ
で
「
あ
な
た
の
趣
味
と
尋
ね
る
と
、
中
に
は
「
泊
を

違
い
合
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
一
は
?
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
ズ
パ
飲
む
こ
と
く
ら
い
じ
ゃ

l
」

台
風
な
ど
で
個
人
の
家
屋
が
こ
一
日
ノ
「
は
い

O
Oで
す
」
と
答
え
「
寝
る
こ
と
じ
ゃ

i
」
「
パ
チ
シ

助
一
詑
川
清
一
羽
一
釘
叫
悦
郎
一
ら
れ
る
方
は
噌
哨
げ
す
が
、
ょ
ゴ
す
る
こ
と
く
ら
い
じ
ゃ
!
」

設
課
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
く
「
え
!
と
F
f
/
!
?
」
な
と
答
え
る
人
も
出
て
き
ま
す
0

こ
れ
は
各
個
人
の
力
に
よ
っ
て
一
ど
と
考
え
込
む
方
が
意
外
と
多
「
は
て
?
と
れ

枝
問

U
M
民

芯

み

出

一

い

こ

と

に

気

づ

ぎ

ま

す

o

は
趣
味
か

2
7
1
1

防
災
の
意
味
で
の
復
旧
作
業
に
一
こ
ん
な
場
合
、
自
分
に
は
越
と
私
自
身
も
考

つ
い
て
は
総
務
課
消
防
係
な
ど
一
味
が
あ
る
の
で
理
解
に
苦
し
み
え
込
弘
ま
す
o

一

〉

で

担

当

し

て

い

ま

す

。

一

ま

す

。

こ

う

い

ラ

方

は

多

分

趣

「

趣

味

」

と

一

>

設

綿

一

段

け

在

日

胤

…

君

臨

一

味

を

趣

味

と

気

づ

い

て

お

ら

れ

は

一

じ

力
を
切
に
お
願
い
す
る
し
だ
い
一
な
い
方
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
手
元
の
辞
書
一
イ
リ

で

す

。

一

す

。

つ

ま

り

、

ま

る

で

初

め

て

に

よ

れ

ば

一

生

l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1

〔

①

感

興

を

さ

一

人

の
ふ
ん
い
き
で
す
」
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
む
つ
か
し
一
そ
う
状
態
。
ぉ
一

fJV

「
唄
っ
て
い
る
と
他
の
こ
と
き
で
す
ね
」
と
桧
末
さ
ん
。
一
も
む
き
。
②
美
一
品
川
N

は
何
も
か
も
忘
れ
て
没
頭
で
ぎ
女
三
人
寄
れ
ば
|
で
、
こ
こ
一
的
な
感
覚
の
も
一

h
M

で
も
話
は
よ
く
は
ず
む
が
、
最
一
ち
方
。
こ
の
み

-

1
日

楽

し

い

」

と

、

長

唄

の

味

わ

い

一

一

』

ピ

初
か
ら
最
後
ま
で
こ
れ
ら
三
味
一
③
専
門
家
と
し
一

4
告

は

会

員

み

な

同

様

で

あ

る

。

一

一

り

い

線
歌
の
乙
と
し
か
話
に
出
な
い
一
て
で
な
く
、
楽
一
+
本

「

三

味

と

唄

と

を

一

体

に

さ

一

一

昨

智

の
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
テ
一
し
み
と
し
て
す
一
開
計

レ
ビ
番
組
な
ど
も
N
H
K
の
芸
一
る
事
柄
。
〕
一
朝
問

ソ
u
u
r
'
f

能
百
選
な
ど
に
は
目
が
な
い
。
一
と
あ
る
。
と
一
/
¥

毎
年
八
月
に
は
会
員
全
員
が
一
す
る
と
、
酒
や
一
く

ゆ
か
た
姿
で
集
ま
り
、
こ
れ
ま
一
パ
チ
ン
コ
は
ど
一

で
習
っ
た
唄
の
お
さ
ら
い
会
を
一
う
や
ら
趣
味
と

1

1

1

1

ぷ

J
¥
、
何
す
る
。
こ
の
会
を
「
ゆ
か
た
会
」
一
い
う
直
接
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
結

一
一
蹴
略
{
と
名
づ
け
会
員
に
と
っ
て
は
最
一
び
つ
か
な
い
感
じ
も
す
る
。
理

総
潟
、

v

、
主
も
楽
し
い
催
し
で
あ
る
o

一
屈
を
い
え
ば
「
感
興
を
さ
そ
う
」

J
総
議

p

話
一
方
、
会
員
た
ち
の
ご
主
人
一
と
か
、
「
こ
の
み
」
と
い
う
こ

J
一
絞
殺
J

…
ず
に
感
想
を
求
め
れ
ば
、
ど
う
や
一
と
ば
の
と
こ
ろ
で
当
て
は
ま
る

総
鈎

j
¥
b
t
ら
殿
方
お
好
み
の
「
オ
ツ
な
味
」
一
か
も
知
れ
な
い
。

制

JE文
日
り
の
つ
け
よ
う
が
な
い
よ
一
し
か
し
、
私
は
な
ん
だ
か
こ

き

T
1

一
れ
を
趣
味
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

と
練
習
用
三
味
線
な
ら
一
万
五
一
な
ぜ
な
ら
「
趣
味
」
と
い
う
も

也
千
円
く
ら
い
で
買
え
る
と
い

7
一
の
も
ま
た
、
豊
か
な
生
活
を
築

、
A

出
ギ
タ
ー
よ
り
は
や
や
高
い
が
中
一
い
て
ゆ
く
ラ
え
で
役
に
立
つ
も

九

J

J

れ
年
婦
人
の
趣
味
に
は
も
っ
て
こ
一
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

:
A

忘
い
で
あ
る
。

織

を

会

員

(

敬

称

略

)

一

ラ

か

ら

で

す

o

h

れ

一

「

豊

か

な

生

活

」

と

い

わ

れ

判
わ
長
浜
川
(
女
)
松
末
ヨ
シ
ヱ
、
一
る
も
の
の
内
容
に
は
「
趣
味
」

ば
山
崎
潮
美
、
宮
岡
静
子
、
山
本
公
一

一

の

も

大

ぎ

い

要

素

で

松
本
ハ
ツ
エ
コ
ニ
村
卜
vv
コ
、
尾
一

一
あ
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り

上
ゆ
り
え
、
青
野
光
子
、
安
藤
キ
一

ミ
エ
、
浦
上
梅
子
、
金
橋
己
、
(
男
)
一
「
趣
味
の
あ
る
人
生
」
と
「
趣

西
宮
正
幸
、
長
浜
郵
便
局
長
。
一
味
の
な
い
人
生
」
の
違
い
で

白
滝
リ
(
女
)
佐
相
三
千
子
、
一
す
。

上
田
倶
子
、
別
宮
清
子
、
佐
野
一
私
は
こ
の
違
い
を
つ
ぎ
の
よ

都

照

子

で

つ

に

感

じ

ま

す

。

玉 井 一 明

(20才商業)

趣
味
の
あ
る
人
生
リ
常
に
友

の
あ
る
人
生

趣
味
の
な
い
人
生
日
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
人
生

趣
味
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
い

て
も
寂
し
い
と
か
た
い
く
つ
と

い
う
こ
と
が
少
な
い
。
む
や
み

や
た
ら
に
人
や
遊
び
を
恋
し
が

っ
た
り
求
め
た
り
し
注
い
で
す

み
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
豊
か
な
生
活
を

お
く
る
ラ
え
に
と
て
も
大
き
い

条
件
の
よ
ラ
に
思
え
ま
す
。

い
く
ら
金
が
あ
り
健
康
で
あ

っ
て
も
、
楽
し
み
ご
と
や
心
傾

け
る
楽
し
今
ご
と
が
何
も
な
い

と
い
う
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

人
聞
は
「
生
き
る
た
め
に
食

う
」
と
い
い
ま
す
が
、
一
方

「
寂
し
く
な
い
楽
し
い
人
生
を

築
く
た
め
に
生
ま
る
」
と
い
っ

て
も
よ
い
と
思

一
い
ま
す
。

一
普
通
、
私
た

一
ち
は
寂
し
く

一
な
る
と
手
近
な

一
「
人
」
や
「
遊

一
び
」
を
求
め
が

一
ち
で
す
。
し
か

一
し
、
そ
ラ
か
と

一
い
っ
て
、
い
つ

一
も
人
を
求
め
て

白滝

ば
か
り
お
れ
ま

せ
ん
。こ

ん
な
と
き

趣
味
は
人
の
代
わ
り
と
な
っ
て

く
れ
、
な
ぐ
さ
め
や
希
望
を
与
一

え
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
一

私
は
こ
ラ
い
う
も
の
こ
そ
よ
一

い
趣
味
で
あ
り
、
誰
も
が
持
つ
戸

て
ほ
し
い
趣
味
だ
と
思
い
ま
す
一

|
ス
ポ
ー
ツ
、
絵
岡
、
読
書
、
一

音
楽
、
手
芸
、
つ
り
o

一

ま
た
、
こ
れ
ら
趣
味
と
い
わ
戸

れ
る
も
の
は
単
に
な
ぐ
さ
め
と
明

い
ラ
よ
ラ
な
湿
っ
ぽ
い
目
的
だ
苛

げ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
個
性

を
表
現
す
る
要
素
や
人
格
引
つ
く

り
の
要
素
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ど
れ
一
つ
を
取
り
あ
げ

て
み
て
も
そ
の
説
明
の
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

「
ぇ
!
と
何
か
な
?
」
と
答

え
る
方
、
わ
が
心
が
一
番
求
め

る
も
の
を
、
今
後
あ
な
た
の
趣

味
と
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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ど
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¥
ノ

1
ノ
¥
ノ

1
ノ
一
屈
を
郵
便
局
に
出
さ
れ
な
い
た

局

だ

よ

り

一

め

、

通

知

書

が

届

か

な

か

っ

た

(

(

/

¥

(

一

り

、

通

知

書

が

届

い

て

も

、

貯

忘
れ
ら
れ
た
古
い
貯
金
一
金
残
高
が
少
な
い
の
で
、
郵
便

通
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
一
局
ま
で
行
く
の
を
む
だ
と
思
つ

郵
政
省
で
は
、
十
年
間
利
用
一
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
か
、

さ
れ
て
い
な
い
郵
便
貯
金
通
帳
一
そ
ん
な
も
の
が
集
っ
て
、
こ
ん

の
持
主
の
か
た
へ
、
こ
の
ま
ま
一
な
大
き
な
金
額
に
な
っ
た
の
で

に
し
て
お
く
と
無
効
に
な
る
旨
一
す
。

の
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
通
常
貯
金
の
利
子
は
、
毎
年

ま
ま
利
用
さ
れ
ず
権
利
が
消
滅
一
三
月
末
日
を
区
切
っ
て
計
算
し

し
た
貯
金
が
、
四
十
五
年
度
一
三
ん
金
に
加
え
て
い
ま
す
が
、
貯

年
間
で
な
ん
と
十
二
億
四
千
七
一
金
通
帳
に
は
そ
の
つ
ど
利
子
を

百
万
円
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
記
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が

よ
う
に
、
受
取
人
の
な
い
貯
金
一
っ
て
、
通
帳
の
現
在
高
が
た
と

は
、
郵
便
貯
金
法
第
二
十
九
条
て
え
少
額
で
あ
っ
て
も
、
十
年
た

に
よ
り
国
の
も
の
と
な
っ
て
し
一
っ
て
通
知
を
受
け
る
と
き
に

ま

い

ま

す

。

一

は

、

通

帳

に

記

入

さ

れ

て

い

な

転
居
さ
れ
た
か
た
が
、
そ
の
一
い
利
子
が
あ
る
た
め
、
利
子
が

昭和紙年 (1971年)

利
子
を
生
ん
で
び
っ
く
り
す
る

よ
う
な
、
高
額
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度

「
忘
れ
て
い
る
貯
金
通
帳
は
な

い
か
」
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
転
居
さ
れ
た
の
に
届
を
出
さ

ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
ら
れ

る
通
帳
や
証
書
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

脳卒中です

2-l氏名

6 I 影山 暁
9 I 佐藤勝義

1 城ケ滝通治
| 清水トキヱ

11 I 竹内時治郎
グ| 因調l四郎

| 回調j 大治郎
| 問視j 静男

13 I 長浜タクi/ー
14 I長浜フィッ νシグセンター

| 中川佐太郎
// ， 長浜木履工場
15 I 西 山正夫

i 西上良治
! 西川茂勝
| ニューまつや

21 I 山田峰広
l 山下利勝

寵活
16 I 浜
19 I 宮
55 1 

脱退
4 I 尾 崎幸子 I 2-18 
51  片岡一雄 ， 3-118 
6 城戸敬助 ， 3-387 
9 島田寅男 I 2 -447 
13 1 長 浜ドレメ 1 2 -286 
17 堀内貞子 1 3 -209 
29 1 二 宮悠紀子 67 
42 大森辰夫 2 
45 玉井岩夫 211 
47 1 畑 中 泰 三 郎 250 
52 I 河田正春 255 i 
53 佐々木武育 47 ， 

氏名，番号，部落名誌との変更
ぺージl 訂 正 前 11 三予「 訂 正 後

一 三 一 一 「 王 百 二 子 三 三 河 百 幅 一一寸十面 「ーヱ百二芙 2-467 巨友一一一
5 沖浦集会所 2-519 沖浦 5 沖浦集会所 2-520 沖浦
14 二宮タマ子 2-581 沖浦 I 2 池田タマ子 2-40 寺 町
21 山田峰広 3-107 港町 l' 21 山田蜂広 3-107 千舟町
25 菊 地 敏 昇 18 郷 1; 25 菊地敏昇 168 郷
29 日野徳蔵 139 大久保 ;' 29 日野徳蔵 34日 前奥
35 後藤高市 167 大谷口 1I 35 後藤高市 182 大谷口
43 小西 アイ 139 出海奥 46 天理教出海分教会 139 出海奥
41 1 池田 亀光 158 出海坂本 :1 50 山下朝子 158 出海坂本
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(なお，実施日の前日目印有制送でもお知らせ)
します。予定変更のときも有線放送で。
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該
当
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現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

験
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
の
ほ
か
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生

み
育
て
る
た
め
、
妊
娠
中
の
栄
養
の
取
り
方
な
ど
妊
娠
中
の
保
健
指

導
を
行
な
い
ま
す
。
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O
現
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学
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6
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O
必
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印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
は
区
長
さ
ん

を
通
じ
問
診
票
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
問
診
票
に
も
れ
な
く
記
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押
印
の
上
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と
持
参
く
だ
さ
い
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